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その物理的根拠は ‥ ①ではスピンがば らば らにをっ て了 うが､(言･電/KRL･)
の為に ka≪ 1で も態 は eXChangeェネ}L,ギーに比例せず､従ってkineⅡia-

tic.alslowingdoⅥ,を起 さぬこと､①では簸 ･a;)がスピン系のCriti-

calfluctuaもionによって異常に増大 しt.hermodynami_cslowingdown

を惹起す隼 と ;に羊るo ①①の場合共 akや k2に比例す るQ濁 近傍及び高
温領域 の或 る笹度 (TcB)でのaO?比は､丑もF2を例にとるとb

聖N/qT芋 j旦∞ 9㌔
r-EJ

1200- T一筆
(3)

と求められ るa?isotro甲 土ネルギ~を考慮すればT- 範 での発散は押えら

れ るO(3)では高畠細めakqEC即ちhrigh もempl血 七の値を代入 したので

ロー L1,ンツ塾の (T一%Jlがあらわに顔を軒したが､ 高温側の一般の温度でa

は (TLTN)薫 に比例す るsingdlaTityを示すoノ

kの ll.Q･･=:.0い . lil･_1, 0〕方牢に対 L/ては-(封 もh a芸)をガウス型
orロー レンツ塾にするかにより'aのT-依存性のみを らずk-依存性 もkor

k2と異つ-て くるOと も角 (㌔恥 a芸)､の髄 caylfbrn,が敏感にaあT.k

-依存性に反映す.るo一連分数串 ..(LCif,ど.,.Fpr享)逐 用いると簸 (f)･a芸)の decay

forⅡ】を決める要を く簡単に求まり､実は全温度領域 でαは(3)と同じ_即ち

(㌔恥 a)をロ二 レシニア酎 ecayとしたと同じ･､(T一戦 yltype､の Singu-

larityを示す ことが判る0.-_

磁性体 の電気抵抗

寓 成 勲

強磁性酎 こS-d相互作用モデルを採用した場合の電気抵抗はKas甲al)早､
の他によって計算されていて､定性的 には実験結果 と一致 しているo しか し

定量的にはい くうカiの点が残 されてい るO 例えば占Ld相互作用モデルが比
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二次相転移 ･不可逆過程

校的よく適用出来､ しか もスピン波の考えがよい近似である.と思わーれ る'Gdに

?いて電気抵抗は趣 く低温でだけ 畑 こ比例 し･(､スピン波で説明出来 る部分)少

LJ温度が下 ると_実験値は急に大 きは る. この問題に関連 LJてCioodings2)

の考えは重要である｡彼は次の二つの過程を考 える:

(a)スピン故 の吸収 ,発射をと もをうS-S遷移 , (b)同じくS-d遷移.

(Kasuya等の計算は(a)の過程のみに限 られ て事､るo) 彼の計算は低温 に限 ら

れ てい るがttb)に相当した過程は高温で も重要と思われる (その際は局存化した

d･-スピンの配向に変化をと.もを うS-d遷移)｡一方低温での実験としては

･V%ite密), 琴ondorsky蜜 )の ものがあるが読者の方示倍額性があると思

ゎれ るO 錯後者の実験の解析に関連 LJて Liu･-5)の理論があるか この計算には間

題が あ 一るo

S - d モデルで電気転流 を計算す る際､次の積分が重要である6号

･(p)- ㌃3./j範p-1-i(A,y,a)〕→dxdydz._(0≦p≦ 1.)0

長だL,sc ,'bcc,fccに対 して

f(i.ySZ)=(Cos又+cosy+00SZy3,Cos又COSyCOSZ,
【

{cosxcosy･+cosycosz.+coszcos魂 .

孜々は I(iL),dVdjLの 8桁の数表を作成 したoJLのきざみ AjLは

o≦ p≦ 1, AP =1g4; p≦ 1 ･AP- 10rS , lou, 1011
∫

である0 倍 I囲 .dI/dpは平衡状態の性質を論ず る際に も重要である (例 え

ば LAhF2の磁気異方性を論じた中村の論文7))a
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稀薄合金の強磁性

金 徳 洲

最近パ ラジウムに0.1%程度の鉄またはコバ}L,トをとかした合金が強磁性

にをることがわか t)､中性子回折でこの強磁性の本質について調べ られたO

それ隼よると強磁性磁化は磁気的不純物質原子の近傍にだけ集中 してい るので

はを く､ ほぼ一一億に子牛ろかワているQ そこで我々はこれ らの稀薄 合金の葛磁性

の荷い手は伝導電子であると考えるOそのために不純物上の局在ス ピンと伝導

電子との間の凝互作用が伝導電子間の反額カを与えることを示す｡電子格子相

互作用か ら電子問の引力を導い たBardeen-Pinesの方法にをらうのであるO

純粋 をきまでは電子問クローン相互作用が弱 くて強磁性にをれをかった金属が

この附け加わった反辱力のおかげで強磁性にを りえることを示すo

二次相転移に伴うd-mamiCalanonRly

富 田 和 久

天恵 は世話か ら与え られた ものであるが,ここではfleisenbergス ピン系

における転移点近傍に限 り､筆者遍興味を もっこつの題目について述べ よう0
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